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令和5年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間・社会科（第５学年）


テーマ〖　田んぼのいのち　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原市立河合小学校　








≪学習のねらい≫


　・校内にある田んぼについて関心をもち、植物だけでない田んぼの中の生命について知ることで、


身近な自然を大切にする気持ちをはぐくむ。


　・米づくりに関わることで、植物の成長や田んぼにすむ小動物に興味をもち、他教科の学びと


関連させながら学んだことを振り返る。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　１１月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


�
・田んぼの役割を知る（農林水産省HP参考）


・「農業・農村の有する多面的機能」について知る。�
■稲を育てること以外の田んぼの役割から視点を広げる。�
�
２


�
・田植えに向けての準備


・ゲストティーチャーからの聞き取り








�
■社会科の学習と関連づけながら、米づくりについて学べるようにする。


　田んぼも地域の環境の一部であることを伝える。�
�
３


�
・田植えに挑戦








�
■安全に気をつけながら、田んぼに入ることで、体験的に田んぼを知ることができるようにする。�
�
４


�
・米づくりについての調べ学習


　調べてわかったことをまとめる。


これまでの学習の中で感じたこと


などをふりかえる。交流する。�
■調べたことや感じたことをまとめ、相互に伝えあえるようにする。�
�
５�
・稲刈りの実施


　収穫したお米を生かした活動を計画する。�
■他学年とのつながりが持てるような活動につなげる。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・NHK for school 米づくり関連動画　　・農業協同組合（JA）職員（ゲストティーチャー）


　・農林水産省（キッズサイト）


≪成果≫


　・実際の田んぼにふれる（入る）ことを通して、動植物のすむ環境を身をもって体験することが


できた。


　・ゲストティーチャーから、田植えや稲刈り・稲の成長についての講話を聞き、植物の成長に興味を


もちながら観察することができた。


　・地域にある田んぼにも関心をもち、季節の移り変わりを実感できたり、動植物の成長に注目する


ことができたりする児童がふえ、理科の学習などにつなげるて考えられる児童がいた。








